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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・新年互礼会をH24年1月4日（水）ここりの郷（17：30～19：30）にて開催します。新年ご挨拶兼ねての、食事会となるので参加するようお願いします。
・風邪やインフルエンザが流行っているので、スタッフの方も予防をしっかり行い患者様に安全な対応できるようにしましょう。

・本日Ａ・Ｂ・Ｃユニットに年末の日課を掲示していますので、周知お願いします。

・東Ｄユニットの暖房が効きすぎていることがあるので各勤務帯などでこまめに訪室し調整するようにお願いします。

・北病棟のお風呂のボイラーが破損していて、東病棟のお風呂を（12/31・1/1・2）15：00～17：00の3日間使用したいとのことで患者様の出入りなどあるのでトラブルとならないよう対応お願いします。

・1/2に患者様対象に映画鑑賞があります。本日ポスターなど掲示する予定なので当日出勤するスタッフは確認し誘導時などトラブルがないよう対応出来るようにしましょう。

・第6回法人研修が1月9日（月）　17:30～18:30　メンタルケア病棟　4階メモリアルホールテーマ： 「うつ病の治療」ありますので、出席入力を忘れずに行って参加するようお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～本人希望あり。センナリド1T　1×vds/5T　次回より定期処方となっています。

・植村　廣隆様　～臨時薬同内容で７日分処方となっています。小青竜湯は飲みきりとめの指示　

があります。

・清水　由美子様～療養環境変更目的にてＡユニットからＢユニットへ移動となる。膝の疼痛

時の予測指示開始となる。疼痛時のアンヒバ坐薬７回分処方あり。

・十文字　信陽様～身体管理目的の為Ｄユニット→合併症室へ移動許可あり移動しています。点滴実施し離脱・肺炎症状続いており、護送から担送へ変更となっています。1/3からアルコールプログラム開始となります。また1/3　10：00～検査データなどの面談予定です。本日脳波検査実施し主治医の机においています。

· 水上　キヨ様～点滴1/2　24時まで3日分処方となっています。ルームエアーでＳＰＯ２　91

～93％の為、主治医報告し酸素止めとなっています。

· 杉澤　恵子様～家族より連絡有り1/2の外出希望があり、主治医不在の為田名部Ｄr報告し許

可いただきました。主治医へはメールで連絡しておいています。

＜要注目患者様＞

· 松橋　清子様～最近食事に毒が入っていると被毒妄想聞かれ欠食が目立ちます。主治医へ直

接本人がホールで食事したいとの訴えが強く、病状不安定となっている為食事が安心して摂れるようにホールに持ってくる、スタッフを変える等その都度対応していきましょう。

· 十文字　信陽様～身体管理目的の為Ｄユニット→合併症室へ移動許可あり移動しています。

点滴実施し離脱・肺炎症状続いており、護送から担送へ変更となっています。1/3からアルコールプログラム開始となります。また1/3　10：00～検査データなどの面談予定です。本日脳波検査実施し主治医の机においています。また頻脈が続いており予測指示のソリタT3　500mlを9：30～4時間で実施しています。また13：10発熱39.5℃あり安ヶ平Ｄr報告し、アンヒバ坐薬1個挿肛しています。

＜安ヶ平Ｄr診察＞

・坂本　のり子様～本人より食欲があるんですよと訴えあり。本日の夕食から常食→大盛りへ変更となっています。

・長谷川　陽一様～風邪症状の訴えあり。ＰＬ　3Ｐ　3×1　12/31朝まで　3日分処方となっています。

· 清水　徹様～風邪症状の訴えあり。ＰＬ　3Ｐ　3×1　12/31昼まで　3日分処方となってい

ます。

· 神田　直樹様～ＰＬは本人希望なく、飲み切とめの指示があります。

＜安ヶ平Ｄｒ症例検討＞

・種市　久子様（44）　主病：統合失調症　合併：軽度知的障害　主治医：安ヶ平Ｄｒ　

入院形態：医療保護　　　H21/1/20（2回目の入院）

Ｄr方針：薬物療法・生活指導

Ｎs方針：安定した日常生活の確立

（入院までの経過）

・八戸市にて同胞3名の第一子長女として出生。中学校卒業後は、神奈川県にあるカネボウ化粧品店に4～5年勤務する。その後、一身上の都合を理由に退職し帰郷（詳細は不明）。帰郷後は、短期でのアルバイトで生計を立てながら両親と同居していた。H6年に三戸町の寿司屋で勤務している男性と結婚。結婚と同時に三戸へ移り住み二子もうける。結婚後間もなく、夫からの暴力や借金の問題があり、H15年に離婚し二子の親権者となる。離婚後は、生活保護を受給し生活をしていた。両親や兄弟との関係は悪く、ほとんど連絡も取っていなかった。夫からの暴力や子供の養育等については、役場の婦人相談員や福祉事務所、児童相談所の職員が本人からの相談を受けていた。

H16年1月頃より、頭痛・不眠等を訴え三戸中央病院を受診し、通院を継続していた。同年9月頃からは手足を傷を付ける行為があり、H16年12月より八戸市立市民病院精神科への定期的な外来通院（1回/2週）を継続していた。H17年10月頃より、「死にたい、心中する」等の内容の電話が多くなり、三戸町の保健師と福祉事務所担当者、警察官とで自宅への訪問を繰り返していた。不規則な生活を送り、子供の養育もままならい状態であった。再三の指導・介入においても状態が改善せず、H17.12.20八戸市立市民病院を受診。入院治療の必要性がみとめられたが、同院満床であるため、同日、精神救急当番医であった当院を受診し入院となる（～H18.9.24、医療保護入院）。H18.9.24当院退院後は当院への定期的な外来通院（1回/2週）を継続。また、生活支援のため訪問看護・デイケアを利用していた。近隣住民とのトラブルが絶えず、本人が「嫌がらせを受けている」等と関係機関へ頻回に電話をしていた。H20年3月に長女を知的障害児施設「うみねこ学園」から引き取り、2人で生活をしていたが、食事や洗濯、掃除などができず、児童虐待を疑われたこともあった。その後も児童養護施設「美光園」へ入所している長男も引き取りたいと主張し、児童相談所や福祉事務所へ攻撃的な連絡をすることが頻回にあった。金銭管理・身辺整理ができず、家は乱雑な状態であった。

H20年11月末頃より、「近所の人が悪口をいう」等と話し、自宅の玄関に張り紙をしたり、近所宅へ中傷するような内容のハガキを送りつける等の迷惑行為が目立つようになる。警察や保健師が毎日訪問して介入していたが、徐々に迷惑行為が激しくなっていた。H21.1.16からはほとんど睡眠も取れていなかった。H21.1.20「センサーをつけられている」「殺されるかもしれない」「恐い」等と訴えることがあり、三戸町保健師・警察官・福祉事務所職員、家族付き添いにて当院を受診し、当院2回目の入院（医療保護入院）となる。
（現在の経過）

· 依然プログラムや日課への積極性に欠け、拒否が多い。

· 精神症状としては、被害妄想の訴え聞かれるも表情や動作にして表すことは少ない。

· 他室侵入し他者の私物を収集する行為はいまだに続いている。

· 食事は声掛けにて摂る事は出来ているも内服時に拒否みられるも飲み物等に混入し対応している。

· 弟様に連絡がとれず面会もない状況。

· 本人の子供の長男・長女は七戸の児童養護施設「美光園」にいる。

（今後の支援として）

· 日常生活の評価

· 地域のサポートスタッフとの具体化

· 精神症状の観察と他者とのトラブルとならないよう関わって行く。










